
建設工事実習を取り入れた工程・原価管理教育プログラムの開発

日本文理大学　正会員○吉村　充功　　日本文理大学　　正会員　池畑　義人　
日本文理大学　正会員　園田　一則　　日本文理大学　　正会員　三浦　正昭　
日本文理大学　正会員　山下　彰彦　　ミヤシステム (株)非会員　宮脇　貴代之

1. はじめに

筆者らが実施した大分県内の中小建設企業に対する

アンケート結果より，企業が若年者に求める能力の一

つに，原価管理といったコストに関連した項目が上位

にあげられた1)．そのため，日本文理大学工学部建設都

市工学科では，平成 17年度より，ＩＴを活用して建設

現場における工程管理，予算管理，原価管理を一元管

理できる人材を確保することを目的に，建設業への就

職を目指す学生や若年未就業者を対象にした人材育成

プログラムの開発・実証を実施した2)．

これらのプログラムにより一定の成果を得ているが，

受講する学生は現場経験が未熟なため，習得した知識

が現場でどのように結びつくかを理解させる手法の開

発が課題であった．そこで，本研究では産学協働により

学内で実施できる工程・原価管理実習の教育プログラ

ムの策定を行った．その内容と効果について報告する．

2. 教育プログラムの開発内容

本プログラム開発は，本学科と建設関連企業で工事

原価管理ソフトウェアを自社開発したミヤシステム (株)

が協働で実施した．この際，本教育プログラムをプレ

インターンシップと位置づけ，建設企業の協力を得な

がら，予算・原価管理・工程管理などの一連の建設マネ

ジメントのうち，容易に建設工事ができ，かつ教育上

理解，及び効果の上がる内容の抽出を行うこととした．

学内での実施環境，費用，学生の能力，安全面なども併

せて考慮した結果，30mの U 字溝の設置工事を実施す

ることとした．その際，関連する工事工種の対応付け，

現場施工手順と，筆者らがこれまで作成してきた工程・

原価管理ソフトを連動させるため，4日間のプログラム

として，1 日目) 工事の概略イメージの植え付け，実行

予算組み及び現地での測量・丁張り作業，2 日目) 実際

の U 字溝施工作業 (15m)，3 日目) 原価管理，実行予算

の組み直し，及び翌日の打合せ検討会，4 日目) 残りの

U字溝設置工事 (15m)，及び原価管理と反省会とした．

3. 開発プログラムの実証

本開発プログラムの効果を検証するため，本学で実

施している既存の原価管理教育を受けた 4年生のうち 7

　写真－１実行予算組み　　写真－２測量・丁張風景

　写真－３床掘風景　　　写真－４ U字溝据付風景

　写真－５床掘風景　　　写真－６ U字溝据付風景

図－ 1 受講者が作成した工程表

名により平成 19年 9月 18日～21日の 4日間で本教育

プログラムを実施した (写真－ 1～６)．なお，重機の取

り扱い，技術指導はミヤシステム (株)が担当している．

本実習により受講者が作成した工程表を図－１に，

原価管理の際に作成した工事台帳の一部を図－２に示

す．これら，工程と原価を連動させ，また実際の現場の

イメージと連動したことによって，建設施工管理の全

体像をつかめていることが確認できた．

土木学会西部支部研究発表会 (2008.3)VI-003

-823-



図－ 2 受講者が作成した工事台帳 (原価管理)の一部

表－ 1 社会人基礎力の自己評価結果

4. 受講生の評価

本開発プログラムでは，受講生に対して実習の事前

と事後でアンケート調査を実施した．アンケート調査

では，実習内容に関連した用語や管理手法等について

の知識を記述方式により調査したほか，本実習で期待

できる社会人基礎力についての自己評価も調査した．

社会人基礎力とは，経済産業省により定義付けされた，

社会が求める「学んだ知識を実践に活用するために必

要な力」であり，3つの能力と 12の能力要素からなる3)．

表－１には，その社会人基礎力の自己評価の事前と

事後の平均点 (5 段階評価)，及び事前と事後で各能力

要素に差が見られるかどうかを t 検定した結果を表記

している．これより，「(11) 規律性」「(10) 情況把握力」

は元々能力があると評価している一方で，「(3) 実行力」

「(5)計画力」「(7)発信力」はないと評価している．事後

評価では，「(8)傾聴力」「(9)柔軟性」などが高い評価を

示した．また，t検定の結果，「(3)実行力」「(1)主体性」

「(8)傾聴力」「(12)ストレスコントロール力」について

差が認められた．このことから，本実習はこれら 4要素

の能力向上に寄与していることが確認できた．

5. おわりに

本研究では，現場経験の未熟な学生を対象に，コスト

と工程の結びつき，及び実際の作業・管理の結びつきを

理解する観点をより重視した実効性のある建設工程・原

価管理の教育プログラムを策定・実証した．

本研究は日本私立学校振興・共済事業団の学術研究振

興資金による援助を受け実施したものである．
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